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平
成
八
年
第

”
回
足
側
会

各
一月
Ａ
日
土
】士
一３

概
要

平
成
八
年
度
当
初
予
算
な
ど
可
決

ギ
今
定
例
会
に
は
、
「
平
成
七
年

度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
五
号
と

「
平
成
八
年
度
小
浜

市

一
般
会
計
予
算
」
な
ど
の
議
案

四
十
三
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
八
日
は
、
会
期
決
定
の

後
、
陳
情
の
撤
回
に
つ
い
て
承
認

し
、
引
き
続
き
、
「
平
成
七
年
度

小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

五
号
と

な
ど
議
案
十

一
件
が
上

程
さ
れ
、
質
疑
、
採
決
を
行
い
、

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

続
い
て
常
任
委
員
の
所
属
変
更

を
行
い
、
新
し
い
常
任
委
員
を
決

定
し
ま
し
た
。

（新
所
属
は
別
記
の
と
お
り
）

次
に
副
議
長
の
辞
職
願
い
が
提

出
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
副
議
長

辞
職
が
日
程
に
追
加
さ
れ
、
許
可

の
後
、
欠
員
に
伴
う
副
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
第
四
十
代
副
議
長
に

河
端
勝
次
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

続
い
て
、
各
団
体
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
八
件
を
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
散
会

し
ま
し
た
。

十

一
日
に
は
、
「
平
成
八
年
度

小
浜
市

一
般
会
計
予
算
」
な
ど
議

案
三
十
二
件
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。　
平
成
八
年
度
の

一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
そ
れ
ぞ

れ
の
予
算
規
模
は
次
の
と
お
り
で

す
。

［
一
般
会
計
］

一
四
六
億
四

一
一
七
万
九
千
円

［特
別
会
計
］

八
五
億
三
四

一
三
万

一
千
円

［企
業
会
計
］

九
億
三
四
三
二
万
円

提
案
理
由
の
説
明
に
先
が
け
て

市
長
か
ら
、
コ
一期
目
の
任
期
の

仕
上
げ
の
年
で
も
あ
り
、
「
開
か

れ
た
市
政
」
「約
束
で
き
る
市
政
」

「
実
行
す
る
市
政
」
を
政
治
信
条

と
し
、
施
策
実
現
に
向
け
て
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
』
と
の

表
明
が
な
さ
れ
た
。

十

一
日
は
、
上
程
さ
れ
ま
し
た

予
算
、
条
例
等
の
議
案
に
対
し
て
、

質
疑
を
行
い
、
各
所
管
の
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

翌
十
二
日
と
十
三
日
を
休
会
と

し
、
十
四
、
十
五
日
の
両
日
、
本

会
議
を
再
開
。

九
人
の
議
員
が
市
政
各
般
に
わ

た
り
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は

別
記
の
と
お
り
）

十
六
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
を

休
会
と
し
、
そ
の
間
、
各
常
任
委

員
会
を
開
催
し
て
、
付
託
議
案
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。



【2】――口市議会だより

二
十
二
日
に
本
会
議
を
再
開

し
、
ま
ず
、
陳
情
五
件
を
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
常
任
委
員
長
か
ら

付
託
議
案

に
つ
い
て
の
審
査
経

過
、
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
委
員
長
に
対
す
る

質
疑
並
び
に
討
論
、
採
決
を
行
い
、

全
議
案
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
陳
情
三
件
を
採
択
し
、

引
き
続
き
、
意
見
書
三
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

次
に
議
案

一
件
が
、
上
程
さ
れ
、

質
疑
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
最
後
に
人
事

条
件
二
件
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
公
平
委
員
会
委
員
及
び
監

査
委
員
の
選
任

（別
掲
）
に
同
意

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も

つ
て
、
今
定
例
会
に

付
議
さ
れ
ま
し
た
事
件
を
全
て
議

了
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

【議
案
】

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

議
案
第
３
号

議
案
第
４
号

議
案
第
５
号

議
案
第
６
号

議
案
第
７
号

議
案
第
８
号

議
案
第
９
号

議
案
第
１０
号

議
案
第
１１
号

議
案
第
１２
号

議
案
第
１３
号

議
案
第
１４
号

議
案
第
１５
号

議
案
第
１６
号

議
案
第
１７
号

議
案
第
１８
号

議
案
第
１９
号

議
案
第
２０
号

議
案
第
２‐
号

議
案
第
２２
号

議
案
第
２３
号

議
案
第
２４
号

議
案
第
２５
号

議
案
第
２６
号

議
案
第
２７
号

議
案
第
２８
号

議
案
第
妙
号

議
案
第
３０
号

議
案
第
３‐
号

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
７
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
５
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
３
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
２
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

平
成
８
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
８
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
事
業
会
計

予
算
平
成
８
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算

小
浜
市
議
会
議
員
及
び
小
浜
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
活
性
化
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
宮
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
公
の
施
設
の
管
理
委
託
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

/ / / / / / タ
市

// // ク

長

原
案
承
認

原
案
可
決

ク

/ / ク/ / / / / / / / / / / / ク / / / / ク/ / / / / / / / / / / / / /

第
四
十
代
副
議
長

河

次

三
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
副
議

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ま
じ
め
に
力

一
杯
努
力
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
幹
線
、
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
、
近

畿
自
動
車
道
敦
賀
線
な
ど
高
速
交
通

網
を
は
じ
め
、
福
祉
の
充
実
、
環
境

整
備
等
々
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て

議
員

一
九
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
方
の

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

端

/ / / / クタク / / / / / / / / / / ク/ / / / / / / / クク / / / / / / / / / / / /



【3】 市議会だよリロ……

委員長 石 野   保

副委員長 岡  泰 宏

委 員 深 谷  嘉 勝
ク  浜 岸  利

一

ク  野 村  定 彦
ク  山藤  貞 雄

委員長 杓 子   明

副委員長 山本  益 弘

委 員 岡   明男
ク  石橋  和 彦
ク  松 尾   岡J
ク  村 上  一 司

委員長 岡尾  正 雄

副委員長  水 尾  源 二

委 員 山崎  勝 義
ク  新 谷  高 司
ク  福 本   晃
ク  岡本   治

委員長 中野健 一郎

副委員長 山 口 貞 夫

委 員 川畑  潤 子
ク  河 端  勝 次
ク  宮 川 建 一

ク  木橋  正 昭

議
案
第
３２
号

議
案
第
３３
号

議
案
第
３４
号

議
案
第
３５
号

議
案
第
３６
号

議
案
第
３７
号

議
案
第
３８
号

議
案
第
３９
号

議
案
第
４。
号

議
案
第
４‐
号

議
案
第
４２
号

議
案
第
４３
号

議
案
第
４４
号

議
案
第
４５
号

議
案
第
４６
号

【陳
情
】

Ｈ
・７
陳
情
第
５
号

Ｈ
・７
陳
情
第
１２
号

陳
情
第
１
号

陳
情
第
２
号

陳
情
第
３
号

陳
情
第
４
号

陳
情
第
５
号

陳
情
第
６
号

陳
情
第
７
号

陳
情
第
８
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
１
号

意
見
書
案
第
２
号

意
見
書
案
第
３
号

小
浜
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
廃
菜
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
衛
生
管
理
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
農
産
物
加
工
施
設
委
託
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

若
狭
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

多
田
川
水
系
多
田
川
及
び
森
川
を
三
級
河
川
に
指
定
す
る
こ
と
に
対
し
て

の
意
見
に
つ
い
て

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

青
年
学
級
の
開
設
に
つ
い
て

小
浜
市
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

学
習
指
導
要
領
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

人
権
擁
護
に
関
す
る

「条
例
」
も
し
く
は

「宣
言
」
の
制
定
に
つ
い
て
の

陳
情
書

学
習
指
導
要
領
の
早
期
改
訂
を
求
め
る
陳
情
書

新
た
な

「食
料

。
農
業

・
農
村
基
本
法
の
制
定
」
を
求
め
る
陳
情
書

寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

寒
冷
地
手
当
の
支
給
水
準
を
引
き
下
げ
る
見
直
し
を
行
わ
ず
改
善
を
求
め

る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書

「米
兵
暴
行
事
件
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
の
陳
情
書
に
つ
い
て

住
専
処
理
に
関
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

住
専
処
理
に
国
民
の
税
金
を
使
わ
な
い
よ
う
に
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関

す
る
陳
情
書

住
専
処
理
へ
の
公
的
資
金
導
入
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て
の
陳

情新
た
な

「食
料

・
農
業

・
農
村
基
本
法
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

寒
冷
地
手
当
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

地
方
分
権
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

/ / ク ク ク / / ク 夕 / / クク//  / /  / / / / クタ / / / /  / /

団

体
ク

原
案
同
意

ク

撤

　

回

継
続
審
査

採

　

択

ク

継
続
審
査

クク

原
案
可
決

クク

議
// //

員
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― 市議会だよ ４

3月定例会の一般買間は、3月 14日、15日に行

われ、わ子議員、深谷議員、福本議員、川畑議員、

岡 (明)議 員、山本議員、岡 (泰)議 員、山崎議

員、岡尾議員の9名 が、市政各般にわたり、賞間

を行いました。

(賞間と答弁の主な要旨は次のとおり)

行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し

い
本
市

に
お

い

て
、
行
政
改
革
推
進
に
あ
た
り
行

政
全
般

の
総
点
検

の
検
討
方
法

と
、
そ
の
検
討
結
果
を
市
政

へ
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か

お
尋
ね
し
た
い
。

Ａ
Ａ

新
加
的
準
限
薩
淋
抑
犠
能

政
改
革
大
綱
の
総
括
と
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
市
民
の
行

政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
で
き

る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

行
政
改
革
大
綱
策
定
に
お
い
て

は
、
小
浜
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
に
お
い
て
検
討

。
研
究
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
事
務
事
業
の
整

理
合
理
化
、
組
織
機
構

・
定
員
管

理
の
適
正
化
、
歳
入
の
適
正
化
と

財
源
確
保
、
補
助
金
制
度
の
見
直

し
の
四
つ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
お
り
、
特
に
今
の
社
会
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
の
推
進
、
電

算
導
入
の
拡
大
、
公
共
施
設
の
管

理
委
託
等
整
備
統
合
、
適
正
な
行

政
手
続
の
推
進
、
組
織
機
構
の
見

直
し
、
職
員
研
修
の
積
極
的
な
推

進
、
自
主
財
源
な
ど
収
入
源
の
確

保
の
検
討
と
各
補
助
金
制
度
の
見

直
し
等
を
検
討
さ
れ
、
近
く
報
告

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
政

へ
の
反
映
に
つ
い

て
は
、
行
政
改
革
の
達
成
年
度
は

平
成
十
二
年
を
目
処
と
し
て
お

り
、
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
実
施

の
方
向
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

小
浜
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
、
国
道
二
七

号
か
ら
小
浜
縦
貫
線
道
路
に
入
り

最
初
に
目
に
入
る
南
川
大
橋

（現

在
建
設
中
）
に
つ
い
て
、
こ
の
橋

を
小
浜
市
街
地

へ
入
る
表
玄
関
と

し
て
位
置
付
け
、
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
周
辺
河
川
敷
を
有
効
に
活
用

し
、
水
辺
空
間
を
活
か
し
た
市
民

の
憩
い
の
広
場
と
し
て
新
し
い
市

の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
に
整
備
し
て

は
ど
う
か
お
考
え
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

Ａ

開

取
轡

鉢

額

指
し
、
最
終
段
階
の
工
事
設
計
に

あ
た
り
、
周
辺
の
豊
か
な
自
然
環

境
と
の
調
和
を
図
り
、
落
ち
着
き

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
七
年
九
月
に
若
狭

流
域
河
川
環
境
管
理
基
本
計
画
策

定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
南
川
に

お
け
る
河
川
空
間
の
適
正
な
保
全

と
利
用
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ

て
お
り
、
南
川
大
橋
上
下
流
周
辺

に
つ
い
て
は
、
親
水
性
の
高
い
河

川
環
境
整
備
の
創
造
が
図
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
・

嶺
南
地
域
の
幹
線
道
路
は

国
道
二
七
号
の
み
で
あ
る

た
め
、
夏
季

の
交
通
渋
滞
、
阪

神

，
淡
路
大
震
災
に
よ
る
名
神
高

速
道
路
の
迂
回
路
と
し
て
の
渋
滞

と
路
面
の
損
傷
に
よ
り
地
域
住
民

の
日
常
生
活
と
経
済
活
動
に
大
き

な
障
害
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
近
畿
自
動
車
道
敦

賀
線
の
早
期
完
成
は
嶺
南
地
域
住

民
が
強
く
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
そ
の
後
の
経
過
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。

近
畿
自
動
車
道
致
賀
線
に

つ
き
ま
し
て
は
、
阪
神

・

淡
路
大
震
災
に
よ
り
国
に
お
い
て

も
名
神
高
速
道
路
の
バ
イ
パ
ス
的

基
幹
道
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
て
お
り
、
舞
鶴
東
～

岡
津
間
に
つ
い
て
は
平
成
十
五
年

頃
を
目
指
し
現
在
設
計
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岡
津

～
敦
賀
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
の
秋
に
国
上
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
審
議
会
に
お
い
て
整
備
計

画
路
線

へ
の
格
上
げ
が
審
議
さ
れ

る
と
聞
い
て
お
り
、
現
在
本
市
に

お
い
て
も
敦
賀
ま
で
の
区
間
が

一

斉
に
整
備
計
画
に
組
み
込
ま
れ
る

よ
う
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
最
近
に
な

っ
て
近
畿
自

動
車
道
敦
賀
線
を
都
市
計
画
決
定

に
よ
り
進
め
て
い
く
と
い
う
見
解

が
示
さ
れ
、
そ
う
な
る
と
、
供
用

開
始
も
早
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

本
市
の
財
政
問
題
に
つ
い

て
、
本
市
の
か
か
え
て
い

る
市
債
の
返
済
等
、
将
来
の
見
通

し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
平
成
八
年
度
の
市
政
基
本
施
策

の
中
で
地
方
行
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
、

行
政
改
革
委
員
会
の
指
摘
を
受
け

て
実
施
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
、
具
体
的
な
内
容
を
お
開
か
せ


